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動物病院のトリアージ
• キーポイント
1. トリアージとは？
2. どんな状況で必要か？

• 待合室や電話応対から始まるトリアージ
1. 不安な家族を安⼼させる
2. 状況に応じて適切な準備
3. 対応する病院システムを⽤意



災害現場のトリアージ

医療現場のトリアージはここから始まった



トリアージ•タグ

カット



動物病院でのトリアージ
• 治療優先順位の選別

– 電話の応対
– 問診

• 救急動物が到着するまでの準備
– 問診
– 電話情報
– 応急⼿当，移動の⽅法の指⽰

• 優先順位を判断する名誉ある業務
– トリアージナース

•短時間に様々な情報を確認
•適切なアドヴァイスの提供

急患！！



動物病院業務における
トリアージの流れ

• 電話のトリアージ

• 院内トリアージ
– 初期評価 (VN•受付•VET）
– 担当振り分け
– 2次評価 (VET)

– 治療計画と開始

• 直接外来トリアージ
– 緊急性評価
– プライオリティー



⾮緊急性•プライオリティー



電話のトリアージ
• 家族とのファーストコンタクト

– 短時間に情報を得て緊急性を把握
– 動物が到着するまでに準備

• 電話のトリアージ
– 聴取すべき内容の把握
– 緊急性を決定
– 応急処置・輸送の情報を提供

• 家族による症状への認知は様々
• 家族はしばしばパニック
• 落ち着かせる（正しい情報聴取）



救急疾患の問診ポイント

• 問題の状態

• 意識状態

• 呼吸状態

• 粘膜の⾊

• 神経症状
– 有無・状態

• 歩⾏可能か

• 排尿の有無

• 腹部膨満の有無

• 嘔吐下痢の有無
– 頻度と状態

• 咳の有無

• 毒物や異物摂取の有無
– 何を，いつ頃

• 既往歴，治療歴





電話対応情報シート１ プロフィール聴取



電話対応情報シート２ 特定情報：中毒



電話対応情報シート３ 最終対応



外傷，事故における
問診のポイント

• 外傷の原因,程度,部位

• 呼吸状態

• 粘膜の⾊

• 出⾎の有無

• 意識状態

• 歩⾏可能か？⾻折の有無



トリアー
ジタグ 分類 状態 例

0 死亡 or  救命不能

I 第1順位
重症動物
数秒から数分内に治療が開始されなけれ
ばならない．すぐに治療室に連れて行く

大量出血，呼吸障害，意識障
害，ショック，毒物摂取のヒス
トリー，その他

II 第2順位

救急動物
今のところ安定している．しかし第1順位動
物になるかもしれない

再評価する必要がある．数分から数時間内
に治療を開始する

大外傷のヒストリー，排尿障
害のヒストリー，繰り返される
嘔吐と下痢，その他

III

第3 順位
安定状態の動物
問題は重症ではない

数時間内に治療を開始

熱，軽度外傷，嘔吐，下痢，そ
の他

第4順位 完全安定状態の動物
評価を必要とするが，緊急ではない

上記以外のもの



院内トリアージ
• 救急動物は直ちにトリアージを受ける

– 電話で既に重症と確認している動物
• 病院到着後即時に治療スペースに搬送
• 最優先に分類された動物は直ちに治療を開始

– 第2順位で直ちに治療を受けられない動物
• 待機中に繰り返しトリアージを実施
• キャリー内の動物は必ず外に出して評価

• トリアージにおける３つの主要組織
1. 呼吸器系
2. 循環器系
3. 神経系

⽣死に関わる
臓器系

救急動物
今は安定して
いるが，何時
急変するか分
からない

救急動物
今は安定して
いるが，何時
急変するか分
からない



エマージェンシーBOX













ABCDE救急医療理念
• 救急動物トリアージの流れ

A       気道 : Airway

B       呼吸 : Breathing

C       循環 : Circulation

D 中枢神経 : Disfunction CNS

E      検査 : Examination

• 併⾏して病歴聴取
– 過去の病歴

– 現在の状況

– 問題の進⾏に関する情報



• Airway=気道
– 最優先事項
– 気道の開存性
– 閉塞→気道確保
– チェックポイント

• 呼吸の有無の確認

• Breathing＝呼吸
– 呼吸の状態，リズム

• 過換気・努⼒性

– 粘膜の⾊
– 動物の体勢

• 頭や⾸を伸ばす
• 肘を外転

– 異常呼吸⾳or喘鳴⾳
– 開⼝呼吸

• 拡がった⿐孔



Ｃirculation=循環
• チェックポイント

– 粘膜の⾊
– ⽑細⾎管再充填時間

• CRT

– 動脈の触診
• 脈拍・脈圧（強さ）

– 四肢の冷感
– ⼼臓の聴診

• ⼼拍・リズム・雑⾳

Dysfunction=機能不全
• チェックポイント

– 意識レベル
– 対光反射
– 脳の外傷の有無
– 痛覚
– 発作

• 局所性・全⾝性



その他の迅速な治療が必要な疾患

• 毒物への暴露（摂取または局所吸収）
• 臓器脱出
• 重度の低体温／⾼体温
• 裂開・⼤量出⾎
• 難産
• 解放⾻折
• 外傷／⽕傷
• 蛇の咬傷


